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2022年度「当社監査役会の実効性の分析・評価」結果の概要について 

 

アサヒグループホールディングス株式会社 

 

 

 当社監査役会は、継続的な取り組みとして監査役会の実効性評価を行っております。2022年度は、

2021年度に抽出された重点課題の取り組み状況を中心に実効性評価を実施しました。更なるグローバル

化を進めるアサヒグループにとって、企業価値向上に貢献し、その毀損抑止を支えるコーポレートガバナンス

の一翼を担う実効性のある監査役会になることを目指しております。 

 

Ⅰ. 分析・評価結果の概要 

 当社監査役会において、2022年度の監査役会は「有効に機能しており、実効性は認められる」と結

論付けました。 

 

 評価に際しては、当社監査役、グループ会社常勤監査役、当社内部監査部門長に対するアンケート及

びインタビューに加えて、当社代表取締役社長、そして会計監査人に対するインタビューを第三者機関に

助言を得た上で実施し、評価意見を求め、これらの結果から上記結論を得ました。 

 

Ⅱ. 今後の取り組み 

 当社監査役会で 2022年度の評価分析内容について議論した結果、今後取り組むべき重点課題とし

て以下の 2点を認識しました。 

 

1.グローバル 4RHQ※体制における監査役監査体制のあり方の検討 

2.有事対応体制の機能向上 

※ RHQ： Regional Headquarters （地域統括会社） 

  

Ⅲ. 分析・評価方法 

 当社監査役会は、実効性評価の客観性を担保するため、第三者機関を活用した分析・評価を実施いた

しました。具体的には、2022年 11～12月にかけて、実効性評価のためのアンケート及びインタビュ

ーを実施しました。 

 アンケートの対象者は、当社監査役、グループ会社常勤監査役、当社各部門であり、インタビューにつ

いては、当社取締役社長・常勤監査役・内部監査部門長、グループ会社常勤監査役、そして会計監査人に

対して実施しました。 

 アンケート・インタビューとも第三者機関の意見を参考に実施しており、インタビューに関しては第三者

機関のみを聞き手として実施しております。また、その結果は第三者機関に提供して分析等の支援を受

け、評価意見を得ております。 



 

 

 当社監査役会は、上記の実効性評価アンケート結果やインタビュー結果を総合的に検討し、第三者機

関の評価意見を参考にして議論を行い、2023年 3月の監査役会において評価を決定いたしました。 

 

Ⅳ. 評価項目 

 自己評価調査票（アンケート）及び個別インタビューにおける評価項目の柱は以下の通りです。これら

の項目をさらに詳細化・具体化し、合計 38の評価項目により分析・評価しました。 

⚫ 監査役会の構成と運営 

⚫ 取締役・取締役会対応 

⚫ 内部統制の整備運用状況及びコンプライアンス 

⚫ 重要な法令違反、不適切な会計処理等の不祥事対応 

⚫ リスクマネジメント 

⚫ 監査役監査体制及び三様監査 

 

 なお、今後の監査役会実効性評価における評価項目については、上記を固定的に踏襲するのではな

く、当社監査役会が置かれた状況や時流を踏まえて、毎年、検討することを予定しております。 

 

◆ ご参考 『当社のコーポレートガバナンスの考え方と体制について』 

 https://www.asahigroup-holdings.com/company/governance/policy.html 

 

以 上 

https://www.asahigroup-holdings.com/company/governance/policy.html
https://www.asahigroup-holdings.com/company/governance/policy.html
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評価結果：

エグゼクティブサマリー

なお、執行によるグローバル4RHQ体制への移行が実施されており、今後の実効性維持のためには、

監査役（会）においてもグローバルな視点による対応の見直しが必要

⚫ 2022年度の監査役会実効性評価は、前年度結果から得られた、次の重点課題への取り組みを中心に
第三者機関（外部コンサルタント）の支援を受けて実施しました。

• グループガバナンスの更なる強化及び情報収集体制の見直し・拡充

• 中長期的な実効性確保に向けたグループ監査役（会）体制の構築

⚫ 評価は、主に次の手法により得られた資料を基礎としました。

• アンケート（対象：監査役、国内グループ会社常勤監査役、 内部監査部門長、監査対象部署）

• インタビュー（対象：社長、監査役、国内グループ会社常勤監査役、 内部監査部門長、会計監査人）

• 監査役会事務局と外部コンサルタントとの意見交換等

2022年度の監査役会は有効に機能しており、実効性は認められる
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監査役会は、株主の期待・負託を受け、コーポレートガバナンスの一翼として、
「企業価値の最大化及び毀損抑止」を支え、企業の持続的成長の実現に寄与します。

企業価値の最大化及び毀損抑止に向けた監査役会の実効性の要素

実効性の高い監査役会＝企業価値の最大化及び毀損抑止を支える監査役会

監査役会のあるべき姿

監査役会が果たすべき
使命・ミッションが明確であり、
監査役間で共有浸透している。

人材・組織・構造

監査役会の適切な構成を踏まえ、
監査役に適切な人材が充てられている。

仕組み・手続

スピード感を持ちつつ、
公正性・透明性を担保する
仕組み・手続を備えている。

議論・取り組み

監査役会における議論・取り組みの
質・量が適切である。

監査環境への対応

監査環境を踏まえ、
コーポレートガバナンスを

支えるための要請を満たしている。

社会・時代の要請

ESG等の社会的要請を踏まえ、
企業の持続的成長の実現に向けた
議論・取り組みがなされている。
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監査役会実効性の高度化に向けた取り組み

監査役会は、従来の取り組みを基盤とし、更なる高度化に向けた自立・自律的な取り組みを継続します。

2019年度 基本体制整備と運営の見直し

2018年度 現状レビュー

Phase 1

2022年度 長期的・安定的な実効性を発揮するグループ・グローバル体制構築に向けた取り組みへの着手

2021年度 従来からの個別的取り組みのグループ・グローバル統合と長期的人材育成戦略の検討

2020年度 グループ体制の個別機能の強化

Phase 2

2022年
グローバル
4RHQ体制
移行

グローバル4RHQ体制における
監査役監査体制のあり方の検討

有事対応体制の機能向上

• グローバル体制のグランドデザインの再確認

• 各RHQ との連携（国内グループ会社への支援を含む）

• 海外RHQとの相互理解の深化（日本の監査役制度への理解促進を含む）

• 株主代表訴訟対応の深掘り

• 有事への対応体制・態勢の実効性検証

• 有事対応体制の定期的見直しの仕組み化

2023年度の主な取り組みは、Phase3のスタートとして構築すべき体制（あるべき姿）の明確化

グローバル体制構築のための基盤整備

グローバル体制構築に向けた監査役会機能の高度化

グローバル4RHQ体制を踏まえた監査役監査体制の構築Phase 3

上部構造
の構築

基礎部分
の整備

重点課題①

重点課題②
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監査役会は、毎年度、課題の抽出・整理を行い、実効性向上に向けての取り組みを行っています。

監査役実効性向上に向けた課題項目の整理

有事対応

グループ役員・社員に
対する監査役監査の

理解促進

➢監査役ハンドブック改訂

➢監査役ハンドブック・ダイジェスト版作成

➢グループ会社用監査役ハンドブック作成

➢海外会社向け監査役制度説明英文資料作成

監査役ハンドブック等を用いた
継続的活動

監査役会運営面の強化 運用面強化のための更なる取り組み

中長期的な実効性確保に向けた
グループ監査役（会）体制の構築

社外取締役との連携の拡充・深化

三様監査の拡充・深化

グループガバナンスの更なる強化

監査役会事務局を含む
グループ監査役体制の

維持・強化

情報収集体制の見直し・拡充

グローバル4RHQ体制における

監査役監査体制のあり方の検討

グ
ロ
ー
バ
ル
４
Ｒ
Ｈ
Ｑ
体
制
を

踏
ま
え
て
課
題
統
合
・再
整
理

グローバル
体制強化

監査役
人材育成

運営改善

関係者の
理解促進

有事対応体制の機能向上

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

有事対応体制の継続的整備
グループ有事対応体制の強化有事対応へ

の検討開始
➢有事対応ガイド
ライン改訂

長期的な
監査人材育成戦略の策定

（重点課題①）

（重点課題②）

➢社外監査役の海外
監査委員会参加開
始、他

➢グループ三様監査
会議開始、他

➢監査役海外往査再開、他

➢有事対応ガイドライン策定

➢監査役業務におけるオンラインの活用
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グローバルでの執行体制の変化に適応可能な監査役監査体制

全体をグローバルに構想しつつ、各RHQにおける地域性も考慮

AGH監査役会は、取締役会が進めるグローバルグループガバナンス体制構築に対応した監査役監査資源の
適正配分をグローカルな視点から検討していきます。

AGH監査役監査資源の適正配分

AGH

欧州 東南アジア オセアニア 日本

①グローバルでの全体設計

②全体設計に基づく各RHQへの監査役監査資源の配分
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監査役会は、実効性を持続的・継続的に向上することが重要と考えています。

ステークホルダーの要請に応える監査役会であり続けるため、実効性評価を、長期的・持続的な実効性向上を
実現するメカニズムの１つとして活用しています。

継続的な実効性向上に向けた取り組み

Plan 計画

Do 実行

Check 評価

Act 改善

⚫ 実効性評価結果等から、
より実効性のある監査役・
監査役会を実現するため、
継続的な検討課題や論点
を検討

⚫ 改善を要する領域を特定

⚫ 監査役会での議論や
実効性評価を通じて
計画どおりに機能して
いるか否かを評価

⚫ 有効に機能していない
領域及びその要因を追究

⚫ 監査役・監査役会として
の職務を遂行

⚫ 社内取締役・執行部門等と
の連携、社外のステーク
ホルダーに対する説明責任
の履行

⚫ 実効性評価結果等から、
より実効性のある監査役・
監査役会を実現するため、
継続的な検討課題や論点を検討

⚫ 改善を要する領域を特定

Cycle 継続

⚫ 更なる実効性向上に向けた
新たなサイクルの開始

監査役会の実効性向上のためのPDCAサイクル




